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語
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に
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る
指
月
像

佐

々

木

章

格

は

じ

め

に

江
戸
中
期
に
活
躍
し
た
洞
門
学
僧
で
、
三
光
老
人
と
も
呼
ば
れ
た
指

月
慧
印

(
一
六
八
九
-
一
七
六
四
)
の

「語
録
」
は
、
今
日
彼

の
著
述
が

数
多
く
伝

え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
所
在
が
つ
か
め
な
い
ば

か
り
か
、
「
語
録
」
の
存
在
自
体
も
、
あ
る
い
は
果

し
て

「
語
録
」
が

編
集
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
も
含
め
て
、

こ
れ
ま
で
不
明

と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

今
度
、
幸
い
に
し
て
、
指
月
の

「
語
録
」
が
写
本
の
形
態
で
、
刈
谷

市
の
刈
谷
図
書
館

(村
上
文
庫
)
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、

昨
年
度
の
宗
学
大
会
に
お
い
て

「
指
月
印
禅
師
語
録
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
紹
介

し
た
。
さ
ら
に
刈
谷
図
書
館
の
ご
好
意
に
よ
り
、
語
録
全
部

を

『
宗
学
研
究
二
七
号
』
(昭
和
六
〇
年
三
月
、
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
)
に

掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
「
語
録
」
に
出
ず
る
固
有
名
詞
等
に
関

し
て
、
若
干

の

註
記
を
な
し
た
程
度
で
あ
る
が
、
そ
の
語
録

の
一
一
の
文
章
を
見
当
す

る
と
、
指
月
の
学
風
あ
る
い
は
思
想
に
関
し
て
の
、
い
く

つ
か
の
特
徴

が
瞥
見
さ
れ
る
の
で
、
今
回

こ
こ
に
論
ず
る
次
第
で
あ
る
。

ま
ず
は
じ
め
に

「語
録
」
の
形
態
を
簡
単
に
紹
介
す

る
と
、
『
指
月

印
禅
師
語
録

全
』
と
題
さ
れ
た

二
巻

一
冊
の
写
本
で
、
そ
の
内
訳
は

本
光
寺
語
録

(侍
者
大
心
等
編
)

二
六
点

・
竜
淵

寺
語
録

(侍
者
雄
山
等

編
)

二
四
点

・
小
参
六
点

・
林
昌
寺
語
録

(侍
者
養
山
等
編
)
四
点

・
拮

古
四
六
点

・
頒
古

一
〇
点

・
法
語
三
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
本
光
寺
と

は
栃
木
県
安
蘇
郡
に
あ
っ
て
指
月
は
二
二
世
に
住
し
、
竜
淵
寺
は
埼
玉

県
熊
谷
市
の
寺
院
で
指
月
は
三
〇
世
に
住
し
て
い
る
。
さ
ら
に

「林
昌

寺
語
録
」
は
、
指
月
が
群
馬
県
吾
妻
郡
林
昌
寺

一
〇
世

の
全
峰
無
隠

(1

二
七
七
五
)
の
開
堂
に
際
し
て
白
槌
師
を
努

め
、
の
ち
戒
師

と
な

っ
て
授
戒
会
を
催
し
た
時

の
も
の
で
あ
る
。

通
常

「
語
録
」
に
は
、
そ
の
行
実
や
行
歴
が
附
さ
れ
、
さ
ら
に
刊
行

さ
れ
た
場
合
に
は

「
序
」
や

「跋
」
が
付
け
加

え
ら
れ

る
の
で
あ
る

が
、

こ
の

「語
録
」
に
は
、
残
念
な
が
ら
こ
の
類

は
付

さ
れ

て

い
な

い
。

『
指
月
印
禅

師
語
録
』

に
み
る
指
月
像

(
佐

々
木
)
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『指
月
印
禅
師
語
録
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に
み
る
指
月
像
 (
佐
々
木
)

い
ず
れ
に
し
て
も
、

そ
の
伝
記
さ
え
詳
ら
か
に
し
え

な

い
指
月

の

「語
録
」
が
発
見
さ
れ
た

こ
と
は
、
殊
に
貴
重
な
存
在
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た

こ
の

「語
録
」
に
収
録
さ
れ
る
も
の
の
年
代
は
、

本
文
中
よ
り
判
明
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
享
保

二
〇
年

(
一
七
二
五
)

指
月
三
七
歳

の
時

よ
り
、
延
享
三
年

(
一
七
四
六
)
指
月
五
八
歳
ま

で

の
、
二
二
年
間
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
こ
の

「語
録
」
か
ら
類
推
で
き
る
こ
と
は
、
(1)
指
月
の
こ

の
間

の
行
状
な
り
動
向
が
は
っ
き
り
し
た
と
い
う
こ
と
。
(
2
)
授
戒
会
興

行
を
盛
ん
に
行
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
(
3
)
古
規
復
古
に
も
意
欲
的

で
あ

っ
た

こ
と
。
(
4
)
指
月
の
本
師
は
や
は
り
牧
田
春
翁

(一

一
七
三
四
)

で
は
な
い
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

語
録

に
み
る
指

月

の
動
向

ま
ず
は
じ
め
に
、
(
1
)
指
月
の
こ
の
間
の
行
状
な
り
動
向
が
は

っ
き
り

し
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
指
月
は
そ
の
生
涯
に
お
い
て
、
今

の

山
形
や
長
崎

・
三
重
県

・
福
島
県
で
も
そ
の
活
動
を
行
な
い
、
江
戸
栴

檀
林
に
お

い
て
も
学
僧
と
し
て
化
を
張

っ
て
い
る
が
、

こ
の

「語
録
」

に
載
せ
ら
れ
る
指
月
の
活
動
し
た
範
囲

は
、
今

の
関
東
地
方
で
あ
る
。

そ
の
概
略
を
述

べ
れ
ば
、
(
イ
)
栃
木
県
安
蘇
郡

の
本
光
寺

へ
の
入
院
晋

山
(
ロ
)埼

玉
県
行
田
市
嶺
雲
寺
で
の
仏
浬
架
上
堂
(
ハ
)熊
谷
市
竜
淵
寺

へ
の
入
院
晋
山
(
ニ
)群
馬
県
藤
岡
市
光
徳
寺
で
の
上
堂
(
ホ
)前
橋
市
竜

海
院
で
の
完
戒
上
堂
(
ヘ
)北
埼
玉
郡
寿
昌
寺
で
の
完
戒
上
堂
(
ト
)深
谷

市
咬
心
寺
の
完
戒
上
堂
お
よ
び
小
参
(
チ
)群
馬

県
吾
妻
郡
林
昌
寺
で
の

白
槌
お
よ
び
完
戒
上
堂
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
昨
年
度
の

『
宗
学
研
究
』
の

「
語
録
」

の
註
に
詳
し
く
記
し
て

お
い
た
の
で
、

こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

指

月
と
授
戒
会

の
興
行

次
に
(
2
)
授
戒
会

の
興
行
で
あ
る
が
、
指
月
と
授
戒
会
と
の
つ
な
が
り

は
、
こ
れ
ま
で
種

々
取
り
挙
げ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
非
常
に
深

い
関

係
に
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
指
月
の
著
作
と
し
て
伝
え
ら
れ
る

『
開
戒

会
焼
香
侍
者
指
揮
』
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
授
戒
会
に
関
す
る
ま
と
ま

っ

た
も
の
と
し
て
は
、
最
も
古
い
文
献
と
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の

『開
戒
会
焼
香
侍
者
指
揮
』
と
い
う
著
述
は
、
巻
末
の
識
語
に
拠
る

と
、
指
月
が
宝
暦
年
中
に
東
武
安
養
院

つ
ま
り
本
庄
市
の
安
養
院
二
二

世
大
鎮
寛
護

(
-
一七
六
九
)
の
初
会
結
制

に
お
け

る
戒
会
中
に
、
指

月
が
焼
香
侍
者
の
作
法
を
中
心
に
述
べ
た
も
の
で
、
英
海
印
と
い
う
僧

の
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
書
に
よ
り
当
時
行
な
わ
れ
て
い
た
授

戒
会

の
規
模
や
そ
の
差
定

・
方
法
な
ど
が
知
り
得
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
指
月
自
身
が
、
実
際
に
ど
の
程
度
、

こ
の
授
戒
会
に
関
与
し

て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
記
録
が
な
く
不
明
と
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
の

「
語
録
」
に
は
竜
海
院
や
寿

昌
寺
な
ど
で
の
完
戒
上

堂
語
、
合
わ
せ
て
五
点
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
記
述
に
よ

っ
て
、
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指
月
自
ら
が
戒
師
と
な
っ
て
方

々
で
行
な

っ
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ

た
訳
で
、
当
時
盛
ん
に
な
り

つ
つ
あ

っ
た
授
戒
会
の
陣
頭
指
揮
を
行
な

っ
て
い
た

こ
と
が
、
は
っ
き
り
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

古
規

復
古

に
関

し
て

次
に
は
(
3
)
古
規
復
古
に
対
す
る
態
度
で
あ
る
。
い
う
ま
で
癒
な
く
古

規
復
古
と
は
、
古
清
規

・
古
儀
規
を
復
興
す
る
こ
と
、
と
く
に
江
戸
期

曹
洞
教
団
に
お
い
て
古
規
の
復
興
を
目
指
し
た
運
動
で
、
指
月
は
い
わ

ば
こ
の
後
期
に
属
す
る
。
指
月
の

「
語
録
」
中
に
み
ら
れ
る
語
に
、
ま

ず
本
光
寺
で
の

「晋
山
上
堂
語
」
中
に
、

ノ

ノ

ノ

ヲ

即
日
上
堂

祝
聖
拮
香
日
。
万
邦
尊
九
重
人
。
四
遠
久
成
二
海
岳
鎮

顯
顯

シ

ヲ

ル
ニ

ス
ル

聖
明
難

二仰
讃

幻
下
堂
照
臨
育

二
有
民
幻
索
話
問

答
不
録
。
師
廼

云
。

出

無
二
轍
 

一処

テ

ユ

ス

ニ

ノ

ク

ニ

ク

ニ

ハ

無
二
室
盧
刈
出
処
用
捨
臨
レ
機
分
疎
。
柄
僧
家
一
似
二神
竜
之
能
大
能
小
或
隠

ハ

ニ

ノ

ヲ

或
見
成
レ
明
成

暗
。
而
変
化
自
在
優
游
無
際
。
故
免
下喫
二人
家
飯
一臥
二自
家

ニ

ヲ

ニ

ノ

ニ

林
一之
渤
加
幸
今
賓
主
相
遇
之
時
。
錐
レ非
二膠
漆
一乃
是
水
乳
。
六
和
之
道
。

ノ

ロ

ノ

ナ

リ

ク

ノ

ニ

四
摂
之
法
。
是
乃
仏
祖
家
常

也
。
請
諸
禅
徳
。
宜
下
依
二先
徳
之
条
例
一而

ヒ

テ

ヲ

ヲ

ニ

ス
ル
マ

住
加
拾
二
得
ロ

一喫
レ
飯
勿
下
向
二
別
処

噛厨
加

(以
下
略
)

と

あ
り
、

「
結

夏

上
堂

」

に

は
、

リ

に

ス

タ

リ

モ

結
夏

上
堂

道

不
ご
単
行

一依
レ
人
分
疎
。

人
不
二
独
貴

一
以
レ道
綿

如
。

筍

ニ

ス
レ
ハ

ノ

ヲ

ス

ノ

ヲ

テ

ニ

ヲ

克
二
其
終

一必
固

二其
初

刈
今
居
二
三
界
無
安

一能
解
三
二
冬
安
居

殉
依

レ
旧
正
伝

ス

ノ

ヲ

モ

コ
ハ

ル

ノ

ニ

壁
観
三
昧
特
地
摸

二索

自
己
風
光
殉
然
有
レ
得
有
二
未
得

一因
二
用

心
当
不
当
殉

(
以
下
略
)

と
い
い
、
竜
淵
寺
で
の

「
僧
堂
落
成
慶
讃
上
堂
」
語
中
に
、
世
尊

・
百

丈
懐
海

・
枯
木
法
成

・
永
平
道
元
の
、
当
時
古
規

と
目
さ
れ
た
人

々
の

語
を
引
い
て
の
ち
、

ナ
ラ
バ

ノ

ノ

ノ

ノ

お

ノ

ヲ

若
能
如
二
此
四
件
教
誠
幻
則
不
レ
随
二
時
俗
之
習
殉

免
二
不
類
之
責

刈

古
今
無

ト

ノ

ニ

セ

ノ

レ
異
專
孔
二
孔
仏
法
之
中

一不

二与
レ
世
浮
沈
殉
山
門
多
幸
。

承
一一前
住
牧
田
和
尚

ヲ

ノ

ヲ

ヲ

ニ

ス

ニ

テ

ノ

之
鼎
命
叩

且
労
二
大
家
之
力

殉
新
造

二
僧
堂

殉
霧
比
二
古

規
殉
古

云
。

生

二
今

ニ

ノ

ヲ

ニ

テ

ノ

ニ

ノ

ヲ

ニ

テ

世

一行
二
古
道
幻
危
哉
。

山
僧

二
臨

二
危
時

一
行
二
危
事
刈

固
危
哉
。

又
云
。

温

ヲ

ヲ

ニ

セ

ハ

ノ

メ

ニ

シ

レ
故
知
レ
新
。

是
生
二
今
世

一学
道
。

必
可
レ
追
二
古
時
殉
又
曾
聞
。

危
而
後
安
。

バ

カ

ソ

シ

ヲ

マ
ハ

ヲ

ク

ニ

然
則
危
則
安
之
本
乎
。

凡
興

二盛
家

国
刈
創
二
立

雄
基
殉
須
レ
頼
二謀

臣
猛
将

殉

ノ

ニ

ヲ

ソ
ト

ヲ

ハ

シ

ノ

今
欲
下
頼
二
股
肱

心
腹
之
人

殉
以
興

二吾
家
国

一立
中
太
平
加

希
大
家
依

二
随
仏
祖

ニ

メ

ニ

ニ

ヲ

ニ

心

幽適
二
従
箴
規
殉
上
酬
二
仏
恩

下
資

三
二
有
幻
不
レ
恥
二
本
志

畢

寛
賓

主
相

テ

ニ

ヲ

ヲ

セ
ン

メ

遇
依
二
新
堂
一逐
二
古
規
一事
。
以
レ何
証
拠
。
良
久
日
。
独
坐
太
平
山
。
卓
柱

杖

一
下
。
便
下
座
。

と
述
べ
て
お
り
、
さ
ら
に

「
小
参
」

の
中
で
も
、

趙
州
洗
鉢
な
ど
の
公

案
を
出
し
た
の
ち
、

ハ

ヲ

ニ

ル
モ

ヲ

近
日
師
僧
多
見
二
葬
歯
殉
徒
語
二
悟
悟
一面
踏
岸
岸
。
且
道
。
今
斯
迷
迷
又
是

ソ

コ

ト

カ

ナ
ル
つ
ヲ

ヵ

「誰
也
。
勿
レ謂
木
杓
漆
桶
。
元
是
汝
通
身
遍
身
。

通
遍
則
不
レ
問
。
何
物
是

ヲ

ノ

ソ

ヲ

て
ヲ

ノ

く

身
。
畢
寛
以
レ何
為
レ衆
語
二宗
旨
刈
竪
レ払
云
、
止
止
不
レ須
レ説
二他
事
殉
我
家

自
有
二古
箴
規
殉
伏
惟
大
衆
。
久
立
珍
重
。

と
述
べ
て
、
当
時
の
状
況
を
批
難
し
て
い
る
。

当
時
の
教
団
が
古
規
を
無
視
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
指
月

の

『
指
月
印
禅
師

語
録
』

に
み
る
指
月
像
 
(
佐

々
木
)
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『指
月
印
禅
師
語
録
』
に
み
る
指
月
像

(
佐
々
木
)

他
の
著
述
に
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
指
月
は
こ
の
よ
う
な
状
況

下
に
あ

っ
て
古
規
に
復
す
る
こ
と
を
切
に
望
ん
だ
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。

竜

淵
前
住
牧
田

と
指

月

次
に
は
(
4
)
指
月
の
本
師
が
従
来

い
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
や
は
り
牧

田
春
翁
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
す
で

に
拙
稿

「
指
月
慧
印
を
め
ぐ
る
人
々
」
(『宗
学
研
究
二
六
号
』)
と
題
す

る
小
論
の
中
で
、
指
月
の
受
業
師
が
先
笑
春
開

(
一
六
三
七
-
一
七
一
六
)

で
あ

り
、
法
憧
師
が
北
岸
敏
海

(
一
六
五
二
-
一
七
二
〇
)
、
そ
し

て
本

師
が
月
峰
快
雲

(1

一
七
一
七
)
で
あ
る
こ
と
を
、
『
西
光
院
過
去
帳
』

(詳
し
く
は

『武
中
山
西
光
院
開
創
当
時
過
去
帳
』
と
い
う
)
に
よ
り
証
明

し
た

の
で
あ
る
。
こ
の

「
語
録
」
に
は
、
本
師
月
峰
に

つ
い
て
は
何
ら

の
記
載
も
見
い
出
せ
な
い
が
、
竜
淵
寺

の
前
住
牧
田
に
つ
い
て
は
次
の

よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず

「
牧
田
和
尚
忌
上
堂
」
に
は
、

ニ

ス

牧
田
和
尚
忌
上
堂

竺
土
大
仙
東
西
密
附
。
及
是
七
顛
又
八
倒
。
自
得
ニ

ヲ

ニ

ヲ

ニ

回
互
不
回
互
殉
菩
提
煩
悩
因
レ角
見
レ兎
。
生
死
浬
契
梯
レ空
説
レ悟
。
去
来
之

カ

ナ
ル

ス

メ

ス

申
誰
是
其
主
。
記
得
。
南
泉
遷
化
。
陸
恒
太
夫
入
レ
寺
下
祭
呵
呵
大
笑
。
院

主
問
云
。
太
平
先
師
有
二
師
資
義
殉
何
不
契
。
太
夫
云
。
道
得
則
突
。
主
無

ノ

コ

シ

ニ

ノ

ヲ

対
。
太
夫
突
云
。
蒼
天
蒼
天
。
先
師
去
レ世
遠
。

衆
中
太
為
二奇
特
会
殉
商

ス

ソ
ヨ
ヲ

ソ
ヤ

ロ

ン
ヨ
リ

ノ

ソ
ニ
ハ

確

詮
量
。

山
僧
不
レ
欲
下
与
二
世
人

哺同
上
何

也
。

寧
有
二
其

眼
殉
不
レ
如
無
レ

ヒ

ヒ

ス
ル
モ

ニ

シ

テ

ト

ロ
。
縦
是
大
夫
始
終
笑
始
終
突
。
与
二
先
師
一大
遠
臭
。
今
太
平
為
二祭
主
一

ス

ヲ

テ

ニ

ス
ル
カ

カ

供
二
養
田
老
和
尚
殉
諸
禅
徳
。
当
レ
莚
契

是
笑
是
。
竪
レ
払
云
。
太
平
元
是

ノ

ノ

マ
ヲ

ヲ

大
家
事
。
須
レ見
将
軍
見
二太
平
殉
便
下
座
。

と
い
い
、
先
に
挙
げ
た

「
僧
堂
落
成
慶
讃
上
堂
」
中
に
も

「
山
門
の
多

幸
、
前
住
牧
田
和
尚
の
鼎
命
を
承
け
、
且

っ
大
家

の
力
を
労
す
」
と
述

べ
、
さ
ら
に

「
十
三
回
忌
上
堂
」
で
も
、
「
竺
土
大
仙

の
心
東
西
密

に

付
す
」
と
師
資
の
相
承
を
述
べ
た
の
ち
、

テ

ノ

ニ

今
日
恭
遇
二
当
山
第
二
十
九
世
中
興
上
牧
下
田
老
大
和
尚
十
三
周
忌
之
辰
幻

テ

ス

ノ

ヲ

ハ

ス

ヲ

ハ

ス

ヲ

諸
弟
等

相
集
供
二
養
共
真
殉
或
以
二
珍
董
礼
敬

幻
或

以
二
身
肉
手
足
殉
可
レ
謂
。

ヲ

ス
ト

ヲ

テ

ヲ

コ

ニ

ニ

テ

ヲ

ニ

各
知
レ
恩
報

レ恩

也
。

唯
山
僧
得
レ
恩
不
レ
能
レ酬

レ
恩
。

卒
竪
二
空
拳

一呈
二
真
前
殉

ル
つ
ヲ

ニ

自
憶

不
レ
類
レ
人
。

(
以
下
略
)

と
い
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
本
来
な
ら
ば

「
本
師
ー

」
と
い
う
箇
処

で
、
前
住
と
し
か
冠
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
し

て
も
、
以
前
に
い
わ

れ
て
い
た
本
師
牧
田
説
は
不
当
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ

「指
月
慧
印
を
め
ぐ
る
人
々
」
(前
出
)
の
牧
田
の

項

で
、
「
指
月

の
著
述
の
中
に
は
、
な
ぜ
か
春
翁

に
つ
い
て
の
事
蹟
が
何
ひ
と

つ
記
載

さ
れ
て
い
な
い
」
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

こ
の

「語
録
」
の
発
見

に
よ
り
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

と
も
あ
れ
、
指
月
と
牧
田
と
の
法
嗣
関
係
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、

前
住
と
し
て
以
上
の
親
密
な
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
は
、

こ
の

「語
録
」

か
ら
も
十
分
に
知
ら
れ
る
如
く
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
師
資
以
上
の
間

柄
か
ら
、
退
院
後
の
指
月
が
、
年
回
忌
の
導
師
に
請
さ
れ
て
い
る
と
思
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量
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
こ
の

「
十
三
回
忌
上
堂
」
語
よ
り
は
、

指
月
の
牧
田
に
対
す
る
深

い
心
情
が
汲
み
取
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

お

わ

り

に

以
上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
、
『
指
月
印
禅
師
語
録
』
の
発
見
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
い
く

つ
か
の
点
を
述
べ
た
。
従
来
は

そ
の
著
述

の
み
を
通
し
て
の
指
月
研
究
し
か
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、

こ
の

「
語
録
」
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り

一
層
指
月
像

が
明
確
と
な
り
、
江
戸
期
曹
洞
宗
学
に
お
け
る
指
月
の
位
置
や
そ
の
役

割
と
い
う
も
の
が
、
は
っ
き
り
と
捉
え
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
古
規
を
念
頭
に
置

い
た
指
月
の
立
場
か
ら

み
れ
ば
、

別
に

「観
古
老
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
、
重
要
な
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
残
念

な
こ
と
は
、
こ
の

「語
録
」
が
指
月
の
全
生
涯
を
通
し
て

の
も
の
で
な
い
こ
と
、
書
者
年
月
日
や
筆
者
名
な
ど
の
、
写
本
の
伝
承

が
詳
か
で
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
所
員
)

『
指
月
印
禅
師
語
録
』

に
み
る
指
月
像

(
佐

々
木
)
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